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１．研究計画の概要 
ベトナム紅河デルタの農村で発生して

いる地下水ヒ素汚染について、農業で大

量に使用される化学肥料がこの汚染に

どの程度影響しているかを、現地での水

質モニタリングと関連土地環境の調査

等によって、評価する。 
 
２．研究の進捗状況 
（1）初年度は、ベトナム・紅河デルタの
農村で地下水の水質、作付け体系、化
学肥料施肥量を調査した。そして、地
下水のヒ素濃度のレベル、このレベル
と他の水質項目との関連、地層から地
下水へのヒ素の溶出機構、地下水ヒ素
濃度への化学肥料施肥の影響につい
て考察した。 

（2）2年度には、ベトナム・メコンデルタ
の農村で、初年度と同じ項目の水質調
査を行い、地下水のヒ素濃度のレベル、
これと他の水質項目との関連、地層か
ら地下水へのヒ素の溶出機構につい
て考察した。 

（3）3年度にはベトナム・紅河デルタの農
村で初年度と同じ項目についての再
測定を行い、時間が経っても各測定値
に同じ傾向があるかどうかを検討し
た。また測定地を追加し、地層からヒ
素を溶出させやすい地下水環境と地
層のヒ素含有量との関係についても
考察した。 

（4）窒素化学肥料については、現地で肥
料サンプルを採取して日本に持ち帰

り、窒素同位体比分析を行った。地下
水についても同様のサンプル採取と
窒素同位体比分析を行い、化学肥料の
地下水の窒素濃度への影響の有無を
検討した。 

（5）リン酸化学肥料については、現地で
そのサンプルを採取し、日本でこの肥
料中のリンの濃度を測定した。そして
農地へのリン酸投入量と、地下水ヒ素
濃度の関連について検討した。 

（6） 以上より、どのような機構で地層か
ら地下水にヒ素が溶出し、窒素、リン
酸の各化学肥料がどの程度このヒ素
溶出に直接または間接に影響してい
るか、その輪郭を描くことができた。 

（7） 地下水ヒ素汚染の数値シュミレーシ
ョンについては、現地での必要な諸項
目の測定がむつかしいが、限られたデ
ータで、シミュレーションモデルに使
われる重要な要素の予測を行った。 

 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
現地での地下水水質、土地利用、化学肥料
使用量等の現地調査、これら調査結果の解析
は当初の予定通り進行し、地層から地下水へ
のヒ素溶出の機構とこの中で化学肥料施肥
の影響については、定性的にではあるが明ら
かにすることができたため。 
 
４．今後の研究の推進方策 
（1）これまでに行った現地調査結果につい
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て、まだ解析は途中の状態の項目につい
ては、この解析を終了させる。 

（2）地層から地下水へのヒ素溶出の機構と
この中で化学肥料施肥の影響について
は、これまでに得られた結果を総合的に
考察して、これを模式図で表す。 

（3）この模式図の中で各要因の役割・影響
度については、諸解析から定量的に評価
する。 

（4）このために、必要があれば再度現地調
査を行い、データを収集する。 

 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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